



青木 -益 ･元木 悠子
キーワー ド･地球温暖化問題 自治体政策過程 CO2総量削減義務化 排出権


















































































































































































表ITI-1 東京都における二酸化炭素排出量の伸びと構成比 (単位 .干t)
ビゴ_､小.ミ琵:芸;j去等.;1:㌢'/-<n=/i/ 委棄■闇 /@華麗薄幸.婆
産業 門 9,700 6,800 30%減少
業務部門 16,000 19,000- 17%増加
家庭部門 13,000. .14.000 9%増加
運輸部門 18.000 21,000 19%増加






























































































































































































































































































































































る ｢地球温暖化対策指針｣に基づく都の指導 ･助言 .計画期間中の実施状況報




祐 L郁 雄 .…≡知事が策定する ｢地球温暖化対策指針｣に基づき.一都は事業者が取り
-組むべき対策 (基本対策).を中心に指導 .助言し.事業者の計画を高
い削減目標に誘導する
1山'⊃:■試.'喜;挙:…托:-=+.緊:ツぷミリ.汚.′3.～,÷ 1㍍き二 ∴ ∴等:音諾51-を卓:-〉迂■ノ=芋至､こ…賓….:-､i琵烹毒素繋※計画書の評価基準 .
･AA 目標対策 (基本対策以外)の削減率5%以上 ノ
･A十 一目標対策 (基本対策以外)の削減率2%以上 .
･A 基本対策をすべて計画化



































































































































































































































能エわ レギーに換算すると,メガワット ソーラ-2.5基分 (出力規模2,500kW,
50 同上,後掲URL.6頁参照｡







































































































初回の状況を見る限り,議論の構図は,前回 (203-04年度)-と｣司楓 産業界 (た
























































































































































































































































































































































































































































































青木-益 .元木悠子 ｢先進自治体における地球温暖化対策の動向とその特徴- 分権型手車)i,
ギー ･ガハナンスの可能性に向けて｣r都市間劉 第98巻第13号,2007年,92-101乱
飯田哲也 r北欧のエネルギーデモクラシ lー新評杜,2000年o ＼ー
伊藤修一郎 r自治体発の政策革新- 景観条例から景観法へj木鐸社.2006年｡
宇Ef]俊 ｢都政における環境政策の r成功jと現実｣小宮昌平 ･岩見良太郎 ･武居秀樹 (編),














追記 :萩野聡先生の ご逝去 を悼 み,謹 んで哀悼 の意 を表す次第です｡先生 に
は,学究面そ して生活面にわた り.常 にあたたかいお気遣い をいただ き
ま した｡ ご厚恩 に深謝 しつつ,故人の ご冥福 を心か らお祈 りいた します｡
-181(297)-
